
第２８回体育大会 総集編 
令和元年９月１４日（土）於三田市立ゆりのき台中学校グラウンド 

 

 

 



＊プログラム 

開会式   

１開会宣言 ２入場行進 ３校歌吹奏・校旗掲揚 ４大会長挨拶 ５生徒会長挨拶 

６選手宣誓 ７諸連絡   

  入場行進では、校旗を持つ生徒会長がまず入場、生徒会旗を持った生徒会執行部が続きます。

やがて、赤、青、黄、緑、ピンクの順に、ブロック長を先頭に３年、２年、１年と、堂々と行進

します。吹奏楽部の演奏と「シュシュ、ザッザッ」という行進音がハーモニーとなりグランドに

響きました。また、生徒会長挨拶、選手宣誓と、生徒代表のことばが会場を魅了しました。 

 

 

演技   

１ 全校体操（生徒全員） 

生徒会体育委員長の指揮のもと、生徒も先生もラジオ体操第一を行ないました。 

 

２ ブロックアピール（団対抗） 

   各ブロックとも、練りに練り、練習に練習を重ねたパフォーマンスを、心をこめて披露しま

した。自分たちのブロックのアピールはもちろんのこと、スポーツマンシップに則り、他のブ

ロックにも大きなエールを送りました。各グループの演技が終わるたびに、会場からは割れん

ばかりの拍手が湧き起りました。 

 

＊ブロック紹介（入場行進で放送されたもの） 

  （赤）ぼくたち赤ブロックは、１年１組、２年４組５組、３年４組の４クラスで構成されたブロックで

す。ぼくたちは、「団結の鍵で勝利の扉を今開こう」というスローガンのもと、日々練習に励んでき

ました。この赤ブロックは、上下関係なく、男女共に仲が良く、楽しく盛り上がりながら練習してき

ました。今までの練習の成果を発揮できるよう精一杯頑張ります。みなさん応援よろしくお願いしま

す。 

（青）私たち青ブロックは、選手全員が競技得点で優勝することを、ブロックアピールの最優秀賞を取る

ことを目標に一生懸命練習に取り組んできました。私たちの練習風景を例えるなら空です。晴れの日

のように、明るく元気に練習できることもあれば、曇りや雨の日のように暗く沈んだ雰囲気になって

しまうこともありました。しかし、それらをブロックの全員で乗り越えることによって、青ブロック

は一つになりました。この培ってきたチームワークで優勝を狙います。 



（黄）今年の黄色ブロックは、1年 2組、2年 2組、3年 2組のブロックです。スローガンは「ノリ良

く輝け黄色ブロック」です。黄色ブロックならではのノリの良さでみんなの心をひとつに明るくまぶ

しい黄色に輝きます。精一杯頑張りますので皆さん応援よろしくお願いします。 

（緑）私たち緑ブロックは、「爽緑結集～全てを我らの緑を染めろ～」をスローガンにこれまで練習して

きました。どんな時にも元気いっぱいの 3年 3組を先頭に 2年 6組、1年 5組の３クラスで構成

された緑ブロックは一人一人が本気で競技に取り組み、点数に関係のあるところはもちろんですが、

関係のないところでも全てのことに全力で取り組みます。3学年全員で優勝をつかみ取ります。応援

よろしくお願いします。 

（ピンク）我々ピンクブロック一同は 3年 1組、2年 3組、1年 3組 4組で「己で破れ、優勝の壁」

というスローガンのもと練習に励んできました。我々は、大きな声を出し、全力でやり切ることを大

切に、深めてきた絆とチームワークで優勝の壁を乗り越えたいと思います。特に、応援合戦での声と

ダンスには注目して下さい。メンバー、応援団、先生一同一つになって戦い抜きますので応援よろし

くお願いします。 

 

３ バンブーリレー２０１９（１年学級対抗） 

   ４名で組となり竹の棒をバトンにリレーを行いました。バトンを渡すときは、クラス全員の

下と上に棒を通過させなければならず、コースの途中では大きな棒を持ったまま回転したり、

折り返したりするので、クラスのチームワークが試されました。普段の学校生活や転地学習で

深めた各クラスの「絆」がさらに強くなりました。 

 

４ 男女混合リレー（学年別学級対抗） 

各学級、男子５名と女子５名の合計１０名でチームを編成しました。一人１００ｍずつ走 り

ました。どのクラスも走順を工夫し、チームワークよくバトンを繋ぎました。 

 

５ むすんでＧＯ！（ブロック対抗） 

各ブロック、男子１２名、女子１２名で２チームを編成しました。縦に並び､紐で片方ずつ前

後の人と足をくくり、各チーム５０ｍを走りました。チーム内で体格差があり歩調を合わせるの

にどのチームも苦労。難しいレースになりました。 

 

６ 友情の架け橋（２年学級対抗） 

   各クラス男女別々に、一列で背中の橋を作り、その上を安全に走らせる競技です。背中を安

全に走ってもらうために、仲間の気持ちが一つでなければなりません。気持ちを一つにゴール

を目指しました。 

 

７ 男女別リレー（学年別学級対抗） 

各学級、男子８名で１チーム、女子６名で１チームを編成しました。一人１００ｍずつ走りま

した。距離の短いリレーだけにバトンパスが勝負を大きく左右しました。 



 

 

８ キャッチ・ザ・フューチャー（ブロック対抗） 

ブロックごとに、キャッチする選手１名、フリスビーを投げる選手２３名の合計２４名（男 

子１２名、女子１２名）で１チームを編成しました。20ｍ離れた場所に立っている選手にフリ

スビーを投げ、キャッチできた数を競いました。一人２枚の合計４６枚を投げましたが、上位チ

ームは２０枚に迫るレベルの高い競争となりました。 

 

９ 燃えよ！ドラゴン２０１９（３年学級対抗） 

   ３年生にとって中学校生活最後の体育大会となりました。各クラス心の絆でしっかり結ばれ

たドラゴンが熱い思いを胸に、駆け抜けました。３年生が、会場の声援を受けて、思いっきり

燃えて全力で頑張りました。 

 

10 部活動紹介（運動部員） 

各部ともプラカードを先頭に、入場門よりトラックを一周し、本部前に整列しました。最後

に、選手代表がメッセージを発表してくれました。 

 

11 ＰＴＡ玉入れ（ＰＴＡ種目） 

１試合１分以内で、自分のブロックの籠に玉を入れます。２試合行い、玉を入れた合計数を競

いました。ブロックごとに生徒２４名・保護者・小学生で１チームを編成しました。中学生は、

半分（１２名ずつ）に分かれて、玉入れ・玉拾いをしました。小学生の活躍が光りました。 

 

12 ふたりでひとつ（ブロック対抗） 

ブロックごとに２人で１組となり、合計１２組（男子１２名の６組と女子１２名の６組）でチ

ームを編成しました。１組で１００ｍを走りました。足を結んでいるとはとうてい思えないスピ

ードでトラックを駆け抜けました。 

 

13 パワーロープ＜3位決定戦＞（ブロック対抗） 

14 パワーロープ＜優勝決定戦＞（ブロック対抗） 

ブロックごとに３６名（男子１８名、女子１８名）以内で１チームを編成しました。予選を 

予行演習で実施し、この日は３位決定戦と優勝決定戦を行いました。心技ともに充実した、レベ

ルの高い争いが繰り広げられました。 

 

 



 

 

15 ゆりのきリレー（ブロック対抗） 

本校体育大会の名物種目です。ブロックごとに男子６名（各学年２名）と女子６名（各学年 

２名）の合計１２名で１チームを編成しました。第１～８走者１００ｍ、第９、１０走者２００

ｍ、第１１、１２走者３００ｍを走りました。長い距離を力強く駆け抜けるランナーに、会場か

らは歓声とひと際大きな拍手が送られました。 

 

16 みんなでジャンプ（学年別学級対抗） 

学級全員で１チームを編成ました。２分間のうち最高何回跳べたかで勝負を争いました。ど 

のクラスも「勇気」と「誇り」をもち、一本の大繩だけを見つめ、心をひとつに、みんなでジャ

ンプしました。 

 

 

開会式   

１成績発表 ２表彰 ３生徒会挨拶 ４大会長講評 ５校歌吹奏・校旗降納 

６閉会宣言   

  成績発表では歓声と嘆声がグランドに響いた生成発表。今年の（競技）総合優勝は緑ブロッ

ク、見事に勝利の女神が微笑みました。表彰式では、ノーサイドの精神で皆が勝者に拍手を送り

ました。教頭先生の閉会宣言のあとの解団式。グランドにはいつまでも余韻が…。解団式を見つ

めながら、生徒会作成の懸垂幕「チャンスを味方に！勝利を呼び込む風になれ！」が寂しげに揺

れる姿がいつまでも心に残ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＊想い出フォトグラフ 

     

 

   

 

   

 

   

 



   

 

   

 

 

 

第２８回体育大会を終えて 

  

青と白の絶妙のコントラスト。絵に描いたような秋空の下、ご来賓の皆様を多数お

迎えし、第２８回体育大会を盛大に開催することができました。また、延べ８００名

以上にも及ぶ保護者、地域の皆様に、ご来校をいただきました。朝早くから、また暑

さ厳しいなかの時に熱く時に優しいご声援に、心より感謝申し上げます。  

今年の体育大会スローガンは、「チャンスを味方に！勝利を呼び込む風になれ！」で

した。生徒たちは、この日に向け、３年生を中心にして、個人でクラスでブロック

で、自ら進んで練習に臨み、しっかり話し合い、じっくり考え、「技」と「心」を磨き

上げました。そして、この日、その成果を十二分に発揮してくれました。 

今大会から形式を変えた「入場行進」は、各ブロック特に 3年生の「意気」を感じ

ました。「各学年種目」や「大縄跳び」では、心をひとつに練習を重ね、すべてのクラ



スがその「絆」をよりいっそう強固なものにすることができました。「綱引き」や「玉

入れ」などのブロック対抗種目では、上級生による経験と理論に基づいた指導が印象

的でした。その他の種目でも、一人一人の個性とチームワークがきらりと光りまし

た。ブロックリーダーが夏休みを返上し、企画し指導に努めた「ブロックアピール」

はまさに圧巻でした。会場が、「笑顔」と「涙」に包まれました。PTA競技「玉入

れ」は、親と子、地域と学校の繋がりが表現された温かいプログラムでした。 

本当に素晴らしい体育大会でした。子どもたちの「爽やか」で「懸命」な姿は、来

校された方々に大きな感動を与えることができたと確信しています。 

ゆりのき台中学校の生徒の皆さん、「感動」をありがとう。皆さんの「努力」に、心

より最高の賛辞を贈ります。 

最後に、子どもたちがここまで頑張れたのは、保護者の皆様、そして「『ふるさと』

ゆりのき」の皆様のお陰に他なりません。ご来場の皆様から、演技ひとつひとつに贈

られた温かい拍手は、子どもたちの心に強く響きました。 

皆様、本当にありがとうございました。そして、今後ともどうぞよろしくお願いし

ます。 

令和元年 9月 

三田市立ゆりのき台中学校 校長 大野正人  


